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論文の内容の要旨

　本論文は，システムの構造同定に関するもので，未知のシステムに対し，そのステップ応答から，システムの

むだ時間と相対次数を検出しようとするものである。ここで提案されている方法は，システムのステップ応答が

その立ち上がりの時点で自己相似性を持つことを利用し，ウェーブレット変換によりその時点を見出す事により，

システムの同定を行う。

　第1章序論では，システム構造同定におけるむだ時間と相対次数の意義について述べている。第2章ではステッ

プ応答が自己相似性を持つ事を説明している。第3章では，ステップ応答をウェーブレット変換することにより，

自己相似性がスケーリング則に変換され此からむだ時間，相対次数が求められる事を述べている。また，ここで

用いた連続ウェーブレット変換法の問題点を指摘し，第4章では，離散時聞ウェーブレット変換について述べ，

その際の自己相似性，スケーリング則について述べている。また計測雑音の影響についても考察している。第5

章では，本法を適応した数値例を示している。第5章は結論を述べている。

審査の結果の要旨

　本論文は，システムのパラメタ同定の前段階であるシステムの構造同定の一方法を提案したもので，パラメタ

同定は構造同定無くしてはなし得ず，また，現段階では有効な構造同定法が存在せず，経験的な手段を多用して

いる事を考えると，学術上のみならず工業的にも有周なものであると判断される。また，理論的，かつシミュレー

ションの面からも十分検討されており，本論文は博士論文として価値あるものと認める。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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